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i一昨年暮から所用力ゞあって敦回こ
の島を訪れる機會を得た。せまぃ本
国に開じともっていち今のわれわれ
にとっては,なかなか珍らしい環境

をもったこの1吉多の自然は多くの興味

ある話題を提供してくれる。日本が

東亜の廣い地域に霊展してぃた時代
には,地固の上では蚊の洪ほどもな

いこの島はほとんど無湖されてぃた

が,最近の気象逝報で｀`マーカス島、ヽ

という名が頻繁に放選されるように

なってから,好奇の耳を立て いヽる

人も少くないであろう。このマーカ

ス島こそ ｀`南鳥島、、そのものに外な

らないのであ,3.

北神24度 18分 といえば′熱柵圏か

ら少しはずれているが,亜熱伸の南

級に近い石垣島,南硫黄島とは 卜ゞ」

緋度に位して通かに東にへだた り,

東紅153度58分で,日 本内地,1り 約 1

時間早 く夜が明ける。

文字どおり絶,lilの孤島という感が

深いこの島は, 日米をつなぐ南太′
!ニ

洋航基路の物田とゥエークとをむす

ぶ線の中間なゎずかに的にはずれて

はいるが,こ の問,ll,'怖原の_Lを飛

ぶ航基機からは,徴小な存在/1:が ら,

大きな信頼が寄せられてい′υ.

東京の南東約1000海 里にあり,10
ノント牛の船でまる4■獅 、ゝ る。

あけくれ背海原をみつめつ ,ゝ1呼に

は胃の腑をしぼるような荒大にもま

れな力:ら の往復は海に慨れないもの

にとっては,あ らゆン1,慾璽11裏失す

る程の苦行である.しかし戒行機に

よれば 5～ 7「肌1で ゅけ,上黎
`ノ

,11

西風のために往航は復航より1～ 2

:3

マロカス島 (南鳥島)の リーフ

時間は短縮されそト

景 観 ―一

東京洵内にあるお台場そっくりの

この島は周囲 5.5キ じ1,11:三角形に

近 く,面積∞万坪ほどの可愛らしい

もので,サ ンゴ

“

II:の基盤に立ってお

り,,F」抜 5～ 7メ ー トルであるから

水面に浮んでい るよ うな感じであ
る。大汲が来たら水に香まれてしま

うであろうなどとぃぅ言1も あるが ,

それほどではないにしても,かって
大時化の際に怒瀞が島の一角を乗 り

越えたことはあるらしぃ.

この島を膳から鼎むと,およそわ

れわれの見なれた島とぃぅ形からは
かけはなれた姿をしている.昼氣棋
を見るに似て,輸廓がかすんで見え
る.紺碧の海原に浮んでいるに白い

海月1線,その上に侵かに絲色の一線
を山いた幻のよう′J=姿,こ れは,肉
限が強烈な光線のために多少異常を

起すためもあろう。以前にはこの島
を見つけるために十数時間も漂泊し

たという話もあり,飛行機がいつの

まにか1:♭を通過してぃてぁゎてたな

どということもうなづける。しかし

現在では施設やiキ l・器の完‖liに よって

的確に島を捕えること力1で きる。

なから見 1｀ したこの島の景糊はま

た格別である。静[自の海岸線に限ど

られた鮮緑色のデルタ形をとりまく

礁湖には浅貰色の麗水をた えヽ,そ
の中に大小無数の :・ ビ色の岩鵬が散

在する。これらを一括して黒子‖色の

製

“

11:が大 洋との境 界を形 作ってい

る。この殿

`11に

くだける自波の変化

_=些========__
のみが饉かに ｀`動、、を感じさせるほ

かは,紺青の大海中に忘れられた海

神ネプチューンの玩具のように,静
寂の底に限っている。

サンゴ礁の〈だけた粗嶼や貝般の

破片から成る路面は画くて渉行の感

鯛はょくなく履物の損粍もひどい。

砂溜はに自で,キ ラキラ反射する。

海岸を一周するには 1時間
`I≧

から

2時間かゝる.島内は,liと んど千

坦で,1寺に注意するほどの書虫や蠍

類|も いないから,どこでも行ける.

すべて砂礫の堆積で,粘上や製土

がないから,雨が降ってもデルヘ水

を注いだような結果になる。溜 り水

も日射が強く風が多いからたちまち

飛んでしまう。こんな所でも好んで

育つ生物はあるもので,草木が生い

繁っている,こ れらの腐蝕=Lが相営

できるはずだが,風化して地 ドに沈

んでゆくらしく,地面にはあまり溜

っていない.は るばる連んできて客

こLしてもじきに沈潜 してし」ξう。

路面にいつのまにか大穴があくこ

とがある。1深 さ2～ 3メ _l・ ル,往
3～ 5メ ー トルに及ぶ ものがある。

年に■～,2簡所は出来るらしい。お

そらく基盤のサンゴ鰈の一部が溶解

して基洞を生するためであろう。

植 物 ―

こんもりとした高さ5～ (,メ ー l‐

ルの濯木が島をおおっている。1寺に

モンパノキは青みか っヽた級色の肉

質業に細毛力r密生していて,光線の

加減で自〈光った陰影をもち,見 る

からに南囲の細物らしい.l司 じよう

な木振りで桑に似ているのは トグミ

ゥドノキ(?'で もあろうか。この2

種が島の代表的な樹木で,共に旺盛

な成長力をもち,絶えず新芽なふい

ている. これらの間にはパパイヤカ:

推生し,背級色や貰金色の乳房をた

らして限 りない幻想をさそう。昔は

ヤンの林があって燃催躙 を潤喫さ

せてくれたというが,今はその面影

はなく,わずかな地面から業菫を抜

き出している小ヤンカゞ蚊木生えてい

るにすぎない。

地上を追い延びてたくましいのは

グンパィヒルガオである.えんえん

数百メー :ヽ
ルにも及:おI幹 :盤 は、本質化

Lて太く,拇指ぐらいのは普通であ

一出
ロ
ロ
エ
ロ
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る:淡紫色の可憐な花は年中絶える

こと:ま ないヵl, 5月 と10月 と, 1:■■

2回盛花 ,1'1が あるらしい。

せすい島だけに,革木′)種類にも

限 りがあるが ,タ バヨが所々に自生

してるし,特にヵランナ, ッルナ,

l・
マ トながど野生化 しているのはあ

りヽがたい。昨夏/試みにバナナど‖

話を少 L移殖 してみた。成果はまだ

分 らぬが,いずれ も活着 している.

:暉茶 わ栽培 も心洲 ナてはいる力1,

虫に喰われるあと,雨が少 く,二L製

が とぼ しいたも 今のところ.成果

をあげるまでには奎っていない .

以上のほか.島の植物を記すと,

1. l・ グミウ ドノキ (?)
2. lヽ ウロウソウ

3. ホナガ ソウ

4. ‐チニチタフ
5。 キンゴジュク7
6. ノケS′

7.ア ンチ ノキ ク

8.ンマ ‐シキ ソゥ

9.ス ペ リピュ

10. ′、イン′ヾ

11.ギ ョウギ ンバ

12. オ ヒン′ヾ

13. 1'じ/_riノ コ ロ
14.ク リノイガ
15.タ ツノ ツメガャ
16.ヒ ラテ ン ツキ
17. 

ヵゼクサ

18.ヒ メンパ (?)
19.ク ワ́ゴケに似た もの (?)
20.ィ ラクサに似た。も″)(?,

小 動 物 一一

こ にゝもネズ ミが多数い)3.種類

はエジプ lヽ ネズミ1種の.1う である

力1,かなり1繁nriし

`支
`::尊

が多い。

ヘビはいないが. lヽ カグゃヤモリ

はたくさんいる。答毎に艇台の上で

11く かん高いょく透る晴き略を何と
いう鳥だろうかと思ぅていたが,こ
れは窓ちかく壁にはりついているヤ
モリの鵬と知って珍らしく思った .

オガサフラャモリ又は ミナミトリン
マヤモリとぃうのだそうで,体長は
11セ ノチぐらいを最大とする.

ヤモリと競り合って屋内の虫捕 り

をしてくれるものにアンダカグモが
いる.その長脚を1■て 机ヽの端など

にグロテスクな姿を現わすと"思わ

ずギヨンとさせられることがある.

.体長は 2～ 3セ ッチぐらいで,禍色

の疎毛が生えている。

以上のほか,小動物としては
｀
1. ツチムカデ

2.シ マ ミミズ (?)
3. ′ヽコユ

:ヽ リグ=[

4.小さいクモ2～ 3種
5.ノ ラネコ

昆  虫
一

混虫類はかなりたくさんおり,調
査された北大の坂上昭一氏′)稲によ

ると70種にも及ぶlと いう。

降るような星本の ド,コ オロギの

17'が徴風にのって きて郷愁をそ ゝ

る。′ヽマスズの一種であろうか,こ
れがこの島で鳴く唯一の虫である。

ゾグロカミキリモ ドキというそう

であるが,ラ ンプ虫と俗和して雛遠

されている虫がいる.窓から灯をH
がけて盛んに飛びこんできて,天丼

に群集することがある。体長 1セ ン

チほどの細長い虫で,こ の虫にふれ

た皮li8面 にはたちまち水

'[レ

1で きて

痛み,度がtrけた りしたあとが炎症

を起 し治 りにくい。この現象は,i寺

卿∫により,叉,体質によるともいわ

れているが,まだ詳しぃ鵬察はない。

島には水溜 りがほとんどなく,あ
っても開分を含んでいるせいか蚊の

いないことは有難い.多少の議虫が

いても,蚊のうるささにくらべると

問題にならない。

不思議に思われるのは 1‐ ンポがい

ることである.6～ 11月 ごろ赤 トノ

ボを見かけた,どんな棲息過程をと

るのか興味ふかい.

昆虫類は以上のほか

1. クル‐ヾパツタ

.2.べ‐ゴマダラヒトリ (?)
3,一種の小 ,‐ ツ

4。 一種の物 ア リ

5。 フモンゴキブ リ (万 ブ ラ虫 )
6. ξズキ′` ゴ ミムン

7.ナガカ メムン

8.チャ タテムン

9.カ ンオブンムン

10「 ン ミ

11. フラジムン

12. コガ タゥ ミ万メノボ ウ

13.′ サヽ ミムン・

14. ニタパェ

15.キ ンバエ

コ6.イ エバエ

17. チ ョウ′ヾ工
.

18.ス ス メガ (ェ ビガ ラスズ メ)
19.プ トの如 き虫 (体長 1粍淡暢色)
20.ォ サムン (3粍牛褐色 )
2].ツ チカメムン (2粍黒褐色)

魚  類 ―

南側は狭まっで不規則であるが ,

西から北をへて東側にかけては 1∽

～2(X〕 メー :・
ルの距離をおいて,水

面すれすれに製鳳:が
'反

りまき,その

内側の礁湖は水深 2～ 3メ ートルで

水色が美しく!こ の中には苔や海藻

はほとんどない。体長30～却センチ

の魚が群淋し,それらの稚魚が群集
Lている。水中メガネを使 うと,岩
蔭にたわむれている魚の奇妙な姿態
と色彩に驚実させられる.

H中はあまり見かけないが,戸明
の夜,製礫の一角に立って水面を見
ていると,と きどき駅熙の切れ問か

ら蜘 形の黒ぃ影がスーッと入って

きて,岸近 く反卿 して,再び外洋へ

姿を湾す。サメである. ヒラガンラ

とlPす るものらしく,脊から側面ヘ

かけて銀鼠色だぼかし,自い腹をし

ている.50～10oセ ンチ位のが普舶
だが,、2メ ー l・ ル近いのも稀ではな

い. フイヤーを′ヽ リスにして餌を投

げこむと間違いなく釣 り上げること

力1で きる。[E事用のノ、ッパに撃たれ

てたくさんの小魚が浮くようなこと

が

",る

と,精li:そのもののような 2

メー トルを越える逸物が, 日中でも

岸近く侵人して。貪埜な目を光らせ

ながら,狂ったょぅに獲物を奪い呑

t,。 こんなときは,1[し もノンとして

陸岸へ待避する。

盛夏の頃,稽かな日は薇 く環礁に

渉って,ウ ネリに足をとられるのを

警戒しつ 外ヽ洋に釣糸を投げると,

かなりのスリルを味わえるが,いつ

′
′
         :9

マーカス島のパパイヤ



で選集しめるのは波上場の夜釣であ

る。サメに鈎を取られるのをきらち
て底に餌をおろしておくと,ウ ミヘ

ビがついて鈎をはず す の に苦勢す

る.モ ンガラドオンが多いが,時に

ウツポがあがる。共に氣味のあるい

相手であるが,ウ ツポは蒲焼きにし

て,タ ンを吟味するとなかなか うま

い。のっそりとエビやカニが揚ろて

くることもある。少し餌を浮かして

おくとカノヨウオカ:つ く。 これは日

のさめるような賃紅色の魚で日玉が

大きく,たべて美味である。なお,

グルマオコゼを釣 り上げて手を焼い

たというものがあり,岩の ドにひそ

んでいるゴンズイを愛見して肝を冷

やしたとい うものもある。共に毒線

があり,′ うっかり嗣れると致命的被

書を受けるという。

外洋は魔いから,魚の種類も多数

に上るが,パケ釣であげられたもの

ではメバチ,キ ′ヽダマグロ,ビ ンナ

ガマグロ, ソウダ,サ フラ, ンイラ

などがある。般の甲板にあげられた

ンイラがおでこの額をた かヽれてピ

チピチはねまわる機はすさまじい。

以上のほか次のような魚がいる。

1.ボ ラ (Mu饉ユ種)

2.ォジロ (Sable Taeniura)
3.ン フトグ
4.メ ジ ナ 科

`体

長
"セ

ツチ位サ
5。 イスズミ科 4サ ヨ又はササオと
6.サ サ ギ 科 1呼び多艶とれる

7. rl r' jE r'
8.E , v
g. , ,.++ /)l ,
lO. yttry

なヤ ドカリがいる。特にエビは美事

である。体長20～60セ ッチヽある大

きなもので,イ セエビ科の一種で ,

Panulirus PenidllatuS,OLIVIER

とい うものらしい。岩礁の洞穴にた

くさん棲んでるようで,潜水に自信

のある人なら直接 とれるが,請かな

暗夜には竿釣にか っヽて くる。一夜

に10び きも揚がることもある。すこ

ぶる美味である.こ のヽ甲殻類には

1.ス ペ リインガ‐ (?)
2.ミ ナミイワガニ

3.ウ モレアウギカニ

4.シ ョウジノガニ

5。 イボンョウジノガニ

6.ユ ウモノマノジュウガニ

7.Charyb“SE璽「tllrodacけ la

(Lamarcl■ )

8.Etisus Detnatus(Herbst)

9. Oarpll:us Oonvexus(ForSkal)

員 が ら
一

員がらも豊富である。カバンを肩

に牛Hも 海濁をさまようと,40種ほ

どの貝がらがひろえる.主なものは

1. ヒメジャヨ (ン ラナミ)

,2. ホラガィ

3.チ ョウセンサザエ

4.ゥ ギヾタ類のもの若干

5.タ カラ貝に聞するもの敷種

6.ン ロ及びムラサキィガレイン

7.ウ ネポラ

8.ム ロガイ

9.ム ラサキア ンポイナ

10.ホ ソスジウズラタマキ
11.イ モガイ類のもの敦種
12.タ ケノコガイ

13.ォ ‐コプン

14.二枚貝類 (ン キガイほか数種 )

15。 ネジアサ リ (?)

16。 ェボンガイ (?)
17.タモ トガイ類らしいもの若干

18.し アゥギに似たもの 2～ 3種
・

鳥  類 一一

｀`
南鳥島、、の名にたがわず鳥類は

賞に多い。しかし,渡りの時季があ

って,年中いるわけではない。た ヽ`,

ィソンギ (?)だけは越年して姿を

潤さない.こ の鳥は,チ ドリに似た

盛じで,やや太っており,殿寵色な

している。11～ 12月 ごろはこの鳥の

獨舞台で,と きどきカモやンロサギ

(チ ョウサギ ?)が数勿見えること

があり,グノカンドリやアホー ドリ

が翠珊でまぎれてくることがある。

3月 中旬になると,無数の鳥が群

来して,豊間はいうまでもなく,夜

もその喘き躍が うるさい。しかし朝

の散歩に砂濁や屋根に落してある卵

を拾 うのは槃しみである.

しわ力#L鵬で,カ ラスのように黒

いので椰子ガラスと呼ばれているの
.

はヒメクロアジサンであるが,こ の

ほかっンロツ
‐
ジサン,オオブジサン,

コアジサン,マ ミジロ
'‐

ジサン,エ

リグロアジサンなどカモメ料の鳥が

多く, ウミツパメ科のオース トンウ

ミッパメ (鳥島では胡鳥と呼ぶ),
コンジロウミツパメなども飛ラ分して

いるのを見かける。

だカオネッタイチョウらしいのが

2勿ほど池木にいるのを見かけたと

いう人があり,IF:子にはオナガミズナ

ギ ドリやセグロミズナギ ドリが岩礁

上にうずくまっていることもある。

鳥の澱
|り

は4月 から6月 にかけて

が最盛期で, 8月になると,だいぶ

1釣の餌

P重
さとして
オιる

11. チ ョウチ ョウウオ

12.ァ ォブダイ

コ3.ス ズ メダイ

14. タロ′、ヨド

16。 ンマ′ヽギ

16。 メガ ネ′ヽギ

17.ウ マズ ラ

18. ヵフハギ

19.ク ラカケモノガ ラ

".ゴ
トウ′ヽギ

21.´ スキモノガ ラ

22.ン マ万ジ (?)(OaranX)
23. コ′ヾ じ/‐アヽ ツ

24.ウ ミキ ンギ コ (天笠酬科 ?)
25。 キヌベラ

26.′ リヽセノポ ノ

カニ,エビ ー ー

大小様々のカニがおり,また大き

"

マーカス島のグンバイヒルガオとトカゲ



少 くなり, 9月 10月 といつのまにか

もとの:l・Iかな島にかえり,イ ソンギ

だけ力,タ ローズ万ップされてくる.

術  生 一一

数年末無人のま にゝ放置されてい

たためか,危険な細菌はいないらし

い。氣温,温度が高く,暑いので42

裸で作業することが多いから外傷を

受けやすい。しかし化膿することが

ほとんどなく,す ぐなおる.路面が

堅く,ヤ スリのようになっている所

が多いので擦過傷をうける頻度が最

も多い。たゞランプ虫による水胞や

生きたサノゴ樹による擦過傷は,体
質によって多少異るが,一般には皮

膚炎に陵展して治りにくいから,直

後に潤苺する必要がある .

強烈な光線のためか,又は蠅風の

ためかわからないが,鼻粘膜や咽喉

粘膜を胃きれてヵタルを起し,カ ゼ

と全 く同じ症状でセキになやまされ

た り,やたらに水泡が出てこまるこ

とがある。新来者に多く,時にはそ

の牛数以上も同時にやられを.体質

にもよるであろうが,慣れると少 く

なるようである 。

倦恵症を訴えるものが多く,常に

1～ 2割の人数はあるが,ビタミン

剤の適用によって容易に元氣をとり

もどす。

海岸の光線は殊に撃 く,普通の肉

限では堪えきれないので,一般にサ

ングラスが用いられているが,人に

よってはそれでもひどい締膜炎にか

ゝることがある.

飲料水は雨水に依存していて,こ

れを貯水しておかねばならない。長

く早天がつ いヾたり,時に需要が多

いときは海水を蒸溜 して用いる。石

炭を燃料とする原始的な方法でも日

産10石は容易である。蒸溜水は全 く

無味で,食服や砂糖を加えてみても

何となく不快なものである.やむを

えず 1ケ 月近 く蒸溜水のみによる生

活をつ けゞたことがあるが,紫漠と

した焦燥感にとらわれるのを如何と

もなし得なかった.しかし日立った

障害は起らなかった。

島には約10メ ー 1ヽ
几の深さの井戸

が一つあり,水離は無限に近いが ,

かなり馴氣があり,植物性の色素が

とけているらしく淡紫色である。試

瞼の結果は,硫酸圏が多
'11に

含まれ

ていて,飲料には不適と劉定された .

や 硬ゝく石鹸が溶けに〈いが,浴用

や洗濯用には充分利用され,こ のた

めに比較的爽快な生活を選れる.

気  象
一

年間の籠雨性は大体」∞0ミ リ内外

と思われるが,こ れに達しない年も

多いようである.降雨日数は各月と

も15日 以上あり,25日 を数える月も

少 くないが,降 り方が少く,地面を

うるおすに至らない程度のものが多

い。一日中降ることは翻で,たちま

ち晴れてかんかん照りつけるから水

は不足勝である.

3～ 5月 は乾期にあたり,1ケ月

の組雨:」lヵ30ミ リにも連しないこと

が多い。 8～ 10月は雨期に相営し,

lmミ リ内外の月雨景がある。この頃

は降雨日数も1ケ 月に24～ 25日位あ

り,落ちつかぬ盤模様がつゞく。

12月 と,2月 もそれぞれ 100ミ リ内

外の雨」liがあるが,12月 は降雨H数
15日 位で,ま とまって降ることが多

く,,2月は降雨口数2日 にもなリジ

メジメした日カヨ多い。

これを氣腱配置の上から見ると,

乾期は温響高氣座帯内におかれる時

期であり,雨期は赤道前線裡に入る

時期である。叉 12月 は大陸高氣藤の

霊腱に際しての前面の割れ日に宙る

時であり,2月は北太↑洋高氣座の

陵展に際して前面の割れ日に出る時

であることを思い合せると,自 ら各

月の気象特性を理解できよう.

7, 8, 9と 月が≧triこつれて,

・台風は次第に島に接近 して南方を西

進するのを常道とするが・ 10月 にな

るとまともに島に向って北進し,あ
るいは島の附近で急に変連するよう

な傾向となる。

10月 はこの島の荒■月で毎年1回

位は経験されるらしく,2資年毎:こ き

わめて猛烈なものが興米するものと

思われる。昭和お年10月 23日 に本島

を製ったサラ台風は瞬間風速 5imノS

という記録を残した .

氣温は 2月 ごろ最も低く・ 7月 ご

ろ最も高いが,最低15°Cを割ること

はなく,最高35°Cを こえることはな

い。年中盛夏期の服装で通せるが,

1″ 2月 ごろの雨の日にはや 窓ゝさ

をおぼえ,夜は毛布を重ねることが

ある。しかしこの頃でも日向は裸で

も我慢できる程度である。

風がわりあい強く,6～ 10m/拗頻

度が最も多く, 1日 申無風に終るこ

とはない。したがって氣温の高いわ

りに日蔭は涼しくてしのぎよい。

温度は50%以上というのが普通で

あるが, 1～ 2月 ごろ30%を割るこ

とも稀にはある。

砂面温度は 7～ 9月 頃の目中50。c

をこえることが数回あり,2月頃の

舅方には15°Cを割る。

温籍高氣慶帯の南側に位する甲係

上,各月とも東寄 りの風が墾目的に

多い。 (192年 6月 20日記)

本稿導 するにあたっては囲立科

學博物館の朝比奈貞一博士の御配慮

によりF記の方々の専門的な御教示
.

をぃた ヽ`いたことを深 く感謝いたし

ます.いずれも筆者の拙いスケッチ

によって検定あるいは同定を願った

ので不確」itな識が多かったのですが

不明の織や誤謳は次の機會に確認,

訂正してゆきたいと思っています.

植物…科學博物館   奥山春季氏

動物…山階鳥類研究所 高島春雄氏

昆虫…科學陣物館   黒澤良彦氏

エビ…水慶大學   久保伊津男氏

力‐…償濱大學    酒井 恒氏

貝殻…科學博物館   瀧  `I氏
魚類・ ・東海水産研究所 阿部宗明氏

(中央氣基台離島課長)

本鯖な掲 il戯するにあたり,生物學

的な詳しい記述の部分を割愛したこ

とをこ にゝお断 りします。 (細者)

新1刑  =宅 泰雄著
紹1介 海 の な ぞ

海には金やラジウムがあるという

がそれはどのようにして存

“

するの

か,「潮日』ではどうい うことが起つ

ているか,「底ゆうれい」というの

はどんな現象か,「鳴く魚」がぃる

というのはほんとうか等,私たちは

日ごろ海に開するL々の疑間にぶつ

かるが,本書は,海洋化學の研究者

たる
=宅

博土が,こ れらの海のナノ

を中心どした47項 F:にわたる照材を

選び,科學的に興味架く解説したも
ので,i淮が艘んでも成る程と得る所
の多い,海の知識の本である。 くわ

しい紫り|も ついている.

(A5到 220ペ ージ20011牧書店)
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